
畑

品種：クレレット100%

植樹：1980年代

位置：標高350m

土壌：石灰質粘土

醸造

メトード・アンセストラル方式

ステンレスタンクで発酵し、醗酵が完

全に終わる（糖分がすべてアルコール

に変化する）直前の11月ころに瓶詰め

その後瓶内で醗酵を継続し、そのまま

8ヵ月間熟成

畑

品種：ヴィオニエ主体、クレレット、

ブールブーラン

植樹：1980年代（ヴィオニエ）

位置：標高350m

土壌：粘土質

醸造
木樽で6ヵ月の熟成

通常はイースターの後に瓶詰め

畑

品種：クレレット

位置：標高350m

土壌：粘土質、砂質

醸造
除梗せずに3週間マセレーション

ステンレスタンクで熟成

畑

品種：グルナッシュ、シラー

位置：標高300m

樹齢：1980-2005年頃

土壌：粘土石灰質土壌

醸造

一部を除梗、セメントタンクで10日間

のマセレーション

セメントタンクで6ヵ月間熟成

通常はイースターの後に瓶詰め

畑

品種：グルナッシュ100％

植樹：若木

位置：標高350m

土壌：粘土質、石灰質

醸造

一部を除梗、セメントタンクで10日間

のマセレーション

セメントタンクで6ヵ月間熟成

通常はイースターの後に瓶詰め

ドメーヌ・グラムノンはローヌ南部でも北側のエリアにセラーを構え、東に向かえばAOPヴァンソーブルから

アルプスの麓へと続くエリアで、ブドウの、特にグルナッシュの栽培に適した地域だとされてきた。そのおか

げで1978年の彼らのドメーヌ設立時にも樹齢100年を超えるゴブレ仕立てのグルナッシュの畑を入手すること

が出来た。気候に適した品種が栽培されてきたことで、現在で言うバイオロジック栽培が、”普通の“栽培方法

とされてきたからこそブドウも長寿で、畑の状態もとても良かったのだ。彼らの造り出すラ・メメをはじめと

するトップキュヴェは飲み手の嗜好を問わず、南仏の偉大なグルナッシュとして畏敬を集めた。2000年代に入

ると気候変動へと対応していく必要を感じ始め、2010年にバイオダイナミック認証を取得。2023年にはミ

シェル＝オーベリー・ローラン夫人はも40年以上の醸造家人生を終え、息子のマキシムへとワイナリーの運営

を手渡した。

○Côtes du Rhône - La Vie on Y est

コート・デュ・ローヌ　ラ・ヴィ・オン・ニ・エ

備考

温暖化の影響で、ヴィオニエの味わい

が重くなり、アルコール度数も上がっ

てきているのえ、味わいのバランスを

とり、フレッシュさとミネラルを与え

ために2015VTからクレレットを半分

近く、加えている。

透明感があり、輪郭のはっきりとした

味わい。熟成させるよりも、フレッ

シュさを感じられるあいだに、飲み切

るのがおすすめ。

●Côtes du Rhône - Poignée de raisins

コート・デュ・ローヌ　ポワニェ・ド・レザン

●Côtes du Rhône - La Belle Sortie

コート・デュ・ローヌ　ラ･ベル・ソルティ

備考

ワイナリーで栽培をするブドウ樹の中

でも樹齢30年以下の若木のブドウを使

用。熟成させるよりも、フレッシュさ

を感じられるあいだに、楽しむこと

も。わかりやすさのあるチャーミング

な果実味。

味わいはドライで、マセレーション由

来の果皮のニュアンスが感じられる

が、タンニンは強すぎずスムースな飲

み口。

○VdF Blanc - Ginette

ブラン　ジネット

備考

Domaine Gramenon

ドメーヌ・グラムノン

◎Tout en Bulles

トゥー・タン・ビュール

備考

南仏の品種の中でも比較的酸の高い、

クレレット種を100％使った、辛口の

スパークリングワイン。透明感があ

り、アンズやレモンの風味が特徴的。

ワイナリーから北西に少し行った、ト

リニャンのエリアに植わる、比較的若

いブドウの混醸。抽出は浅め、醗酵・

熟成もセメントタンクで行われるた

め、熟成させるよりも、フレッシュさ

を感じられるあいだに、飲み切るのが

おすすめ。

備考



畑

品種：シラー100％

植樹：1980年代～2010年代

位置：標高350m

土壌：粘土質、石灰質

醸造

除梗後セメントタンクで2週間のマセ

レーション

セメントタンクで7ヵ月間熟成

一部木製樽熟成

通常はイースターの後に瓶詰め

畑

品種：シラー

位置：標高350m

土壌：珪質砂岩土壌、砂岩質層

醸造
1ヵ月間以上のマセレーション

木製樽で12ヵ月間熟成

畑

品種：グルナッシュ主体、シラー

植樹：1970年代

位置：標高400m

土壌：粘土質、石灰質

醸造
２週間のマセレーション

タンクと木樽で８ヵ月間熟成

畑

品種：グルナッシュ100%

植樹：1950年代

位置：標高300m

土壌：粘土石灰質、砂質

醸造

木樽とセメントタンクで2-3週間のマ

セレーション

木樽で12ヵ月間熟成

畑

品種：グルナッシュ100％

植樹：1950年代

位置：標高400m

土壌：粘土石灰質

醸造
木樽で15日間のマセレーション

木樽で12ヵ月間熟成

畑

品種：グルナッシュ主体、サンソー

位置：パペスの畑の北に位置する斜面

土壌：粘土石灰質土壌、砂利や砂質土

壌

醸造
1ヵ月間以上マセレーション

大きな木樽で8ヵ月間熟成

畑

品種：グルナッシュ100％

植樹：1910年代以前

位置：標高300m

土壌：粘土石灰質、砂を多く含む粘土

石灰質

醸造

除梗せずに木樽で2～３週間のマセ

レーション

木樽で12ヵ月間熟成

●Côtes du Rhône - Contre Couleur

コート・デュ・ローヌ　コントル・クルール

備考

パペス同様に、ヴァンソーブルのエリ

アの畑で、グルナッシュとサンソーの

植わる畑の根醸。1ヵ月間以上マセ

レーションしているため、タンニンの

抽出も多いが、その分樽熟成期間を延

ばし、十分に落ち着かせてからリリー

ス。

グラムノンの区画の中でも、特に高樹

齢（100年＝Centenairesを超える）

のブドウ樹のセレクション。かといっ

て重厚感や果実味の先行したスタイル

ではなく、繊細な抽出のタンニンや柔

らかなテクスチャーが特徴。

●Côtes du Rhône - La Mémé Ceps Centenaires

コート・デュ・ローヌ　ラ・メメ・セップ・サントネール

備考

●Côtes du Rhône - Sierra du Sud

コート・デュ・ローヌ　シエラ・デュ・シュッド

●Côtes du Rhône - La Sagesse

コート・デュ・ローヌ　ラ・サジェス

備考

グラムノンのエリアにある2つの畑か

らのブレンドと、砂質の土壌に植わる

高樹齢の畑のセレクションで、抽出や

熟成期間も少し長めで、収穫翌年の秋

に瓶詰めされる。砂質土壌由来な繊細

な香りとしっかりとかじるタンニン。

赤い果実よりも、紫や黒い質感をイ

メージさせる味わいで、落ち着きのあ

る味わい。

2022VTは、VdFでリリース。

●Côtes du Rhône Villages Valréas - L'Elémentaire

コート・デュ・ローヌ・ヴィラージュ・ヴァルレアス　レレモンテール

備考

コート・デュ・ローヌ村名格のヴァル

レアスエリア。台地のエリアで、周辺

地域に比べて、少し標高が高く幾分か

涼しい。暖かい年で果実味が強くなり

がちな年でも、寒暖差が大きく、きれ

いな酸が残りやすい。

グルナッシュに比べて、よりインキー

な黒さのある色合い。スパイスやナッ

ティーなニュアンスもある香り。

Syrah du Sud＝南のシラーを文字っ

て、Sierra du Sud＝南の山脈と名付

けたのは、コート・デュ・ローヌでは

品種名のラベル表記が認められていな

いから。

●Côtes du Rhône - La Papesse

コート・デュ・ローヌ　ラ・パペス

備考

ワイナリーから東の、ヴァンソーブル

のエリアに畑があるため、AOPを取得

できた年は、ヴァンソーブル、そうで

ない年は、コート・デュ・ローヌとし

てリリースされる。標高の高いヴァン

ソーブルの高樹齢の畑のセレクショ

ン。抽出や熟成期間も少し長めで、収

穫翌年の秋に瓶詰めされる。

備考

●Côtes du Rhône - L'Emouvante

コート・デュ・ローヌ　レムヴァント

備考

生産ワインの多くがグルナッシュ種で

あるグラムノンであるが、一部植わる

高樹齢なシラーを1か月以上マセレー

ションしている。タンニンの抽出も多

いが、その分樽熟成期間を延ばし、十

分に落ち着かせてからリリース。



畑

品種：グルナッシュ100％

植樹：1950年代

位置：標高325m、北～南向き

土壌：粘土石灰質、砂質

醸造
3週間のマセレーション

12ヵ月間熟成

●Côtes du Rhône - A Pascal S.

コート・デュ・ローヌ　ア・パスカル・エス

備考

グラムノンの区画の頭頂部の一角。全

方角に傾く畑に植わるグルナッシュの

古樹。毎年生産されるわけではなく、

ブドウの梗までしっかりと熟した年に

のみ仕込まれる（そうでない年はパペ

スに使用される）。ドメーヌ創業時か

らワイナリーのトップキュヴェとし

て、高く評価されている。

深みと伸びやかさがあるが、梗からの

タンニンもしっかりと感じられるた

め、時間をかけて抜栓したい。


